
 

編  修  趣  意  書 

（教育基本法との対照表） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

28-136 高等学校 理科 化学  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

104・数研 化学・313 改訂版 化学 

 

１．編修の基本方針 

学習指導要領の目標を中心にし，「化学」の内容と構成およびその取扱いに準じて編修し

た。編修にあたっては，中学校理科や化学基礎で学習した事柄との間に断絶がないように

注意し，化学的に考察する態度と能力を養い，正しい化学的物質観が育成されるように努

めた。編修のポイントは次の通り。 

（1）基本的事項については，やさしい表現でていねいに説明をし，身近な現象や身のまわり

の物質から出発して観察や実験を通して原理や法則を理解させ，化学的に考察して処理

する態度と能力が育成されるよう，探究的学習法を重視した。また，厳密さを失わぬよ

うに筋道立てて説明した。 

（2）物質についての知識や法則が，いたずらに羅列的・暗記的にならないよう，豊富な実例

を体系的に整理して取り扱い，化学的に推論し，理解する能力を育てるように努めた。 

（3）図や写真を豊富に取り入れ，複雑な内容はモデル化し，視覚によって原理や法則を興

味深く学習できるようにした。 

２．対照表 
 
 

 

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 
 

 
第１編 物質の状態 ・古来の書物にも記載のある

「御神渡り」について，水の状
態変化に起因することを扱った
（第５号）。 
・日常生活の中にコロイドが多
数あることに触れ，化学が生活
に関わることを実感できるよう
にした（第２号）。 
・探究活動について，「何のた
めに行うのか」を明確にし，
「どのように行うのか」を考え
たりする中で，探究心が養われ
るように扱った。また，実験に
おける心構えや注意を理解し
て，実験に臨む態度を養い，危
険物についての知識を身につけ
るとともに，廃液処理のような
後始末への配慮にも触れた（第
１号）。 

33 ページ 
 
 
 
85 ページ 
 
 
 
93～95 ページ 
 

第２編 物質の変化 ・燃料電池自動車は，二酸化炭
素や窒素酸化物の排出量が少な
いことや，同時に発生する熱を
利用することで限りある資源を
有効に活用していることを扱
い，環境に配慮することの大切
さを示した（第４号）。 

103 ページ 

129 ページ 
 
 
 
 



 

・火災が起こるしくみを化学の
観点から解説し，身のまわりに
ある防災の工夫に触れ，化学を
知ることが安全な暮らしにつな
がることを実感できるようにし
た（第３号）。 

156 ページ 
 
 
 
 
 

第３編 無機物質 ・二酸化炭素やメタンが温室効
果ガスとしてはたらき，環境に
負荷を与えていることを扱った
（第４号）。 
・セラミックスや合金などの無
機物質が生活に密接に関連して
いることを扱った（第２号）。 

228 ページ 
 
 
 
232～233 ページ 
252～253 ページ 
268～270 ページ 
 

 

 

 

 

 
第４編 有機化合物 ・メタンハイドレートについ

て，日本海に存在することや将
来の資源として期待されている
ことを扱った（第４号）。 
・洗剤や染料，医薬品，食品と
いった有機化合物が生活に密接
に関連していることを扱った
（第２号）。 

297 ページ 
 
 
 
 
329 ページ 
356～360 ページ 

第５編 高分子化合物 ・感光性高分子や吸水性高分子
をはじめとした高分子化合物が
生活に密接に関連していること
とともに，プラスチックの廃棄
と再利用（リサイクル）につい
て扱った（第４号）。 

431～433 ページ 
 
 
 

巻末特集 物質の探究 ・化学史から最新の化学までを
扱い，多くの化学者の足跡をた
どることで，「物質を探究す
る」という化学の学問としての
役割を意識できるように構成し
た（第１号）。 
・日本の化学者がさまざまな分
野で成果をあげたことを扱った  
 113 番元素の発見 
 不斉合成 
 クロスカップリング 
（第５号）。 
・医療機関で利用されている化
学の方法や化学を利用した食品
などを扱うことで，化学が生活
に密接に関連していることを示
した（第２号）。 

A～J ページ 
 
 
 
 
 
 
 
D ページ 
I ページ 
I ページ 
 
F，J ページ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 

３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 
○わかりやすさへの配慮 

（1）形式的には，内容を編・章・節および巻末資料編に区分して，各節には項目（A，B，

C，…）ごとに見出しを入れた。なお，さらに小項目（①，②，③，…）も設けて，本

文が整理されて読みやすくなるように配慮した。 

（2）随所に学習したばかりの内容を復習し，理解を確実にするための簡単な「問」を豊富

に挿入し，標準的な計算問題とその考え方を学ぶための「例題」とその「類題」を入

れた。また，各章末にその章で学んだ内容を総括的に復習し考察させるための問題を

複数題「演習問題」として配した。 

（3）分野によっては，ある程度の学習が進んだところで，その内容をまとめておくとわか

りやすいところがあり，該当する適所に大小さまざまな「まとめ」を設け，生徒が整

理して理解しやすいようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）理解しにくいが大切な内容をZoomとして取りあげ，先生と生徒の対話形式で解説し，

生徒が理解しやすいようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（5）サイドコーナーには，生徒の理解を助ける「解説」，表記

に関するルールを示した「書き方」，単位とその記号に関

して説明した「単位」など，いくつかの種類に分類して本

文中に挿入した。 

 

 

 

（6）化学の学習指導要領に示されていない内容でも，本文の化学的理解が深まる内容につ

いては「発展」として扱った。なお，学習意欲のある生徒のために，十分な量の「発

展」を扱った。 

 

○実験への配慮 

（7）実験で注意すべき項目のマークを設けた。「安全めがねを着用」，「切り傷に注

意」，「火の取扱いに注意」，「換気をしながら実験」，「廃液の処理に注意」の5種

類のうち，それぞれの実験で必要なものをふった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（8）「探究活動」においては，生徒の興味や関心に基づいて，目的を明確にしたり方法を

考えたりする過程を重視しながら，探究心が培われるように扱った。また，実験にお

ける心構えや注意を理解させて，実験に臨む態度を養うとともに，危険物の扱いや廃

液処理などについても触れた。 

 

○学習への興味付け 

（9）章はじめでは，その章の内容に関連したコラムを掲載し，生徒がその章での学習内容

について興味をもって臨めるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（10）本文の内容を補足したり，より理解を深くしたりするため，随所に「参考」記事を挿

入した。 

（11）本文の内容に関連した化学史や日常生活の話題を「コラム」として挿入した。 

（12）おもに重要語句や高校化学で頻出の用語などに対して英語名を挿入した。また，前見

返し～目次に化学という学問に関する英文を，編扉にはその編で学習する内容の英文

を入れることで，別の角度からも化学に興味をもってもらえるようにした。 

（13）化学基礎で学習した内容を「復習」，化学基礎と関連の深い内容を「関連」として掲

載し，本文の理解を助ける構成とした。 

（14）巻末特集「物質の探究」として，化学史や最新の化学の研究の話題を扱い，化学に対

する興味をもってもらえるようにした。また，特集記事中に登場する用語のうち，教

科書本文に出てくるものを左下に「Re」としてまとめ，適宜参照できるように配慮

し，特集記事を読んだ後に調べたり，考えたりする例を右下に「Thinking」として入

れ，興味関心に応じてさらに学べる工夫をした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

  



 

編  修  趣  意  書 

（学習指導要領との対照表，配当授業時数表） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

28-136 高等学校 理科 化学  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

104・数研 化学・313 改訂版 化学 

 

１．編修上特に意を用いた点や特色 
Ⅰ．教科書の特色 

(1) 編扉に各編で学習する内容を扱うとともに，各章の章はじめではその章に関連したコラ
ムを扱った。本文中でも，必要に応じてコラムを設けることで，興味・関心を引き起こ
すように構成した。 

(2) 本文の内容を整理して理解しやすくなるように「まとめ」を適所に設けるほか，理解し
にくいが大切な内容を「Zoom」として，先生と生徒の対話形式で解説した。これによ
り，生徒が無理なく学習できるように配慮した。 

(3) 巻末特集「物質の探究」として，化学史や最新の化学の研究の話題を扱い，化学に対す
る興味をもってもらえるとともに，私たちの暮らしが化学に支えられており，化学が未
来を変える力を秘めていることを感じられるように構成した。 

 

Ⅱ．教科書の構成 

(1) 編扉 
  その編で学習する内容を，英語で掲載することで，別の角度からも興味をもてるように

した。なお，英文の和訳例は巻末にまとめて掲載した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 



 

(3) 本文 
①コラム 

   本文に関連した興味深い話題を，「化学史」，「技術」，「生活」，「環境」に分類
して扱った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②参考・発展 
本文の理解を補足したり，より理解を深くしたりするための「参考」を随所に設け
た。また，化学の学習指導要領に示されていない内容でも，本文の化学的理解が深
まったる内容については「発展」として扱った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③演習問題 

各章末に，その章で学んだ内容を総括的に復習し考察させるための問題を「演習問 
題」として掲載した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２．対照表 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所
配当
時数

第1編 物質の状態
第1章
粒子の結合と結晶

(1) 物質の状態と平衡

ア物質の状態とその変化

(ｳ) 固体の構造

結晶格子の概念及び結晶の構造を理解すること。

6ページ
～

31ページ

4

第2章
物質の状態変化

(1) 物質の状態と平衡

ア物質の状態とその変化

(ｱ) 状態変化

物質の沸点，融点を分子間力や化学結合と関連付けて理解すること。また，状態

変化に伴うエネルギーの出入り及び状態間の平衡と温度や圧力との関係について

理解すること。

32ページ
～

43ページ

5

第3章
気体

(1) 物質の状態と平衡

ア物質の状態とその変化

(ｲ) 気体の性質

気体の体積と圧力や温度との関係を理解すること。

44ページ
～

63ページ

6

第4章
溶液

(1) 物質の状態と平衡

イ溶液と平衡

(ｱ) 溶解平衡

溶解の仕組みを理解すること。また，溶解度を溶解平衡と関連付けて理解するこ

と。

(ｲ) 溶液とその性質

身近な現象を通して溶媒と溶液の性質の違いを理解すること。

64ページ
～

92ページ

7

探究活動 (1) 物質の状態と平衡

ウ物質の状態と平衡に関する探究活動

物質の状態と平衡に関する探究活動を行い，学習内容の理解を深めるとともに，化

学的に探究する能力を高めること。

93ページ
～

100ページ

8

第2編 物質の変化
第1章
化学反応と
エネルギー

(2) 物質の変化と平衡

ア化学反応とエネルギー

(ｱ) 化学反応と熱・光

化学反応における熱及び光の発生や吸収は，反応の前後における物質のもつ化

学エネルギーの差から生じることを理解すること。

102ページ
～121ペー

ジ

4

第2章
電池と電気分解

(2) 物質の変化と平衡

ア化学反応とエネルギー

(ｲ) 電気分解

外部から加えた電気エネルギーによって，電極で酸化還元反応が起こることを理解

すること。また，その反応に関与した物質の変化量と電気量との関係を理解するこ

と。

(ｳ) 電池

電池は，酸化還元反応によって電気エネルギーを取り出す仕組みであることを理

解すること。

122ページ
～

141ページ

7

第3章
化学反応の速さ
としくみ

(2) 物質の変化と平衡

イ化学反応と化学平衡

(ｱ) 反応速度

反応速度の表し方及び反応速度に影響を与える要因を理解すること。

142ページ
～

159ページ

5

第4章
化学平衡

(2) 物質の変化と平衡

イ化学反応と化学平衡

(ｲ) 化学平衡とその移動

可逆反応，化学平衡及び化学平衡の移動を理解すること。

(ｳ) 電離平衡

水のイオン積，ｐＨ及び弱酸や弱塩基の電離平衡について理解すること。

160ページ
～

197ページ

8

探究活動 (2) 物質の変化と平衡

ウ物質の変化と平衡に関する探究活動

物質の変化と平衡に関する探究活動を行い，学習内容の理解を深めるとともに，化

学的に探究する能力を高めること。

198ページ
～

204ページ

8

第3編 無機物質
第1章
非金属元素

(3) 無機物質の性質と利用

ア無機物質

(ｱ) 典型元素

典型元素の単体と化合物の性質や反応を周期表と関連付けて理解すること。

イ無機物質と人間生活

(ｱ) 無機物質と人間生活

無機物質が，その特徴を生かして人間生活の中で利用されていることを理解するこ

と。

206ページ
～

235ページ

5

第2章
金属元素（Ⅰ）
-典型元素-

(3) 無機物質の性質と利用

ア無機物質

(ｱ) 典型元素

典型元素の単体と化合物の性質や反応を周期表と関連付けて理解すること。

イ無機物質と人間生活

(ｱ) 無機物質と人間生活

無機物質が，その特徴を生かして人間生活の中で利用されていることを理解するこ

と。

236ページ
～

255ページ

5



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

第3章
金属元素（Ⅱ）
-遷移元素-

(3) 無機物質の性質と利用

ア無機物質

(ｲ) 遷移元素

遷移元素の単体と化合物の性質や反応について理解すること。

イ無機物質と人間生活

(ｱ) 無機物質と人間生活

無機物質が，その特徴を生かして人間生活の中で利用されていることを理解するこ

と。

256ページ
～

278ページ

4

探究活動 (3) 無機物質の性質と利用

ウ無機物質の性質と利用に関する探究活動

無機物質の性質と利用に関する探究活動を行い，学習内容の理解を深めるととも

に，化学的に探究する能力を高めること。

279ページ
～

284ページ

8

第4編 有機化合物
第1章
有機化合物の
分類と分析

(4) 有機化合物の性質と利用

ア有機化合物

(ｱ) 炭化水素

脂肪族炭化水素の性質や反応を構造と関連付けて理解すること。

(ｲ) 官能基をもつ化合物

官能基をもつ脂肪族化合物の性質や反応について理解すること。

(ｳ) 芳香族化合物

芳香族化合物の構造，性質及び反応について理解すること。

286ページ
～

295ページ

3

第2章
脂肪族炭化水素

(4) 有機化合物の性質と利用

ア有機化合物

(ｱ) 炭化水素

脂肪族炭化水素の性質や反応を構造と関連付けて理解すること。

296ページ
～

309ページ

4

第3章
アルコールと
関連化合物

(4) 有機化合物の性質と利用

ア有機化合物

(ｲ) 官能基をもつ化合物

官能基をもつ脂肪族化合物の性質や反応について理解すること。

イ有機化合物と人間生活

(ｱ) 有機化合物と人間生活

有機化合物が，その特徴を生かして人間生活の中で利用されていることを理解す

ること。

310ページ
～

333ページ

5

第4章
芳香族化合物

(4) 有機化合物の性質と利用

ア有機化合物

(ｳ) 芳香族化合物

芳香族化合物の構造，性質及び反応について理解すること。

イ有機化合物と人間生活

(ｱ) 有機化合物と人間生活

有機化合物が，その特徴を生かして人間生活の中で利用されていることを理解す

ること。

334ページ
～

361ページ

6

探究活動 (4) 有機化合物の性質と利用

ウ有機化合物の性質と利用に関する探究活動

有機化合物の性質と利用に関する探究活動を行い，学習内容の理解を深めるとと

もに，化学的に探究する能力を高めること。

362ページ
～

368ページ

8

第5編 高分子化合物
第1章
高分子化合物の特徴

(5) 高分子化合物の性質と利用

ア高分子化合物

(ｱ) 合成高分子化合物

合成高分子化合物の構造，性質及び合成について理解すること。

(ｲ) 天然高分子化合物

天然高分子化合物の構造や性質について理解すること。

370ページ
～

375ページ

1

第2章
天然高分子化合物

(5) 高分子化合物の性質と利用

ア高分子化合物

(ｲ) 天然高分子化合物

天然高分子化合物の構造や性質について理解すること。

376ページ
～

411ページ

12

第3章
合成高分子化合物

(5) 高分子化合物の性質と利用

ア高分子化合物

(ｱ) 合成高分子化合物

合成高分子化合物の構造，性質及び合成について理解すること。

イ高分子化合物と人間生活

(ｱ) 高分子化合物と人間生活

高分子化合物が，その特徴を生かして人間生活の中で利用されていることを理解

すること。

412ページ
～

434ページ

9

探究活動 (5) 高分子化合物の性質と利用

ウ高分子化合物の性質と利用に関する探究活動

高分子化合物の性質と利用に関する探究活動を行い，学習内容の理解を深めると

ともに，化学的に探究する能力を高めること。

435ページ
～

440ページ

8
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編  修  趣  意  書 

（発展的な学習内容の記述） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

28-136 高等学校 理科 化学  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

104・数研 化学・313 改訂版 化学 

 

ページ 記   述 類型 
関連する学習指導要領の内容 
や内容の取扱いに示す事項 ページ数 

10 

 

19 

 

57 

 

76 

 

113 

 

114 

 

117 

 

157 

 

158 

 

183 

 

185 

 

単位格子とイオン半径 

 

双極子モーメント 

 

実在気体の状態方程式 

 

ラウールの法則 

 

イオン結晶の格子エネルギー 

 

反応熱とエンタルピー 

 

基底状態と励起状態 

 

活性化エネルギーの求め方 

 

多段階反応と律速段階 

 

塩の水溶液のpH 

 

緩衝液のpH 

 

１ 

 

1 

 

1 

 

1 

 

1 

 

1 

 

１ 

 

1 

 

1 

 

1 

 

1 

 

内容(1)ア「(ウ) 固体の構造」に

関連 

内容(1)ア「(ア) 状態変化」に関

連 

内容(1)ア「(イ) 気体の体積」に

関連 

内容(1)イ「(イ) 溶液とその性

質」に関連 

内容(2)ア「(ア) 化学反応と熱・

光」に関連 

内容(2)ア「(ア) 化学反応と熱・

光」に関連 

内容(2)ア「(ア) 化学反応と熱・

光」に関連 

内容(2)イ「(ア) 反応速度」に関

連 

内容(2)イ「(ア) 反応速度」に関

連 

内容(2)イ「(ウ) 電離平衡」に関

連 

内容(2)イ「(ウ) 電離平衡」に関

連 

1.5 

 

0.75 

 

0.75 

 

0.5 

 

0.75 

 

2 

 

1 

 

1 

 

0.75 

 

1 

 

0.75 

 



 

197 

 

301 

304 

312 

 

318 

321 

 

338 

 

374 

 

395 

 

400 

 

406 

 

407 

 

409 

 

427 

 

反応の起こる方向 

 

配座異性体 

マルコフニコフ則 

ザイツェフ則 

 

酸化による炭素間二重結合の開裂 

旋光性 

 

ベンゼン環の安定性 

 

数平均分子量，粘度平均分子量 

 

アミノ酸の立体構造と鏡像異性体 

 

代謝 

 

酵素反応の反応速度 

 

ATP（アデノシン三リン酸） 

 

複製，転写，翻訳 

 

共役二重結合 

1 

 

1 

1 

1 

 

1 

1 

 

1 

 

1 

 

1 

 

1 

 

1 

 

1 

 

1 

 

1 

 

内容(2)イ「(イ) 化学平衡とその

移動」に関連 

内容(4)ア「(ア) 炭化水素」に関連 

内容(4)ア「(ア) 炭化水素」に関連 

内容(4)ア「(イ) 官能基をもつ化

合物」に関連 

内容(4)ア「(ア) 炭化水素」に関連 

内容(4)ア「(イ) 官能基をもつ化

合物」に関連 

内容(4)ア「(ウ) 芳香族化合物」

に関連 

内容(5)ア「(ア) 合成高分子化合

物」に関連 

内容(5)ア「(イ) 天然高分子化合

物」に関連 

内容(5)ア「(イ) 天然高分子化合

物」に関連 

内容(5)ア「(イ) 天然高分子化合

物」に関連 

内容(5)ア「(イ) 天然高分子化合

物」に関連 

内容(5)ア「(イ) 天然高分子化合

物」に関連 

内容(5)ア「(ア) 合成高分子化合

物」に関連 

0.5 

 

0.25 

0.5 

0.5 

 

0.5 

0.25 

 

0.75 

 

0.25 

 

1 

 

0.25 

 

0.75 

 

0.5 

 

1 

 

0.25 

 

 合 計 18 

 

（「類型」欄の分類について） 

 １…学習指導要領上，隣接した後の学年等の学習内容（隣接した学年等以外の学習内容であっても，当該学年等の学習内

容と直接的な系統性があるものを含む）とされている内容 

 ２…学習指導要領上，どの学年等でも扱うこととされていない内容 

 


